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We have been discussing disclosure related issues since 2014, mostly investors and market participants in Japan 
and inviting foreign friends. Discussion themes are chosen from IFRS or Corporate Governance issues and 
responding public consultation of IASB or other organisations. Since we responded EU consultation Fitness 
Check in 2018, we have recently picked up the Sustainable / environment topics as agenda. 

Who join the discussion? 

registered  (Japan)
*attendees have joined this 
workshop as private,

24 Asset Managers, 5 Investor(Analysts) organisation, 4 pension & insurance & bank, 4  sell-side, 
Information providers/Researchers,  3 Company side ( include Independent non - executive 
director, support service), 5 Auditor, 1 academic 1 Regulator & Accounting setter & stock 
exchange, 3 other

registered (outside Japan) 1 Asset Managers

Unlocking Corporate Success by the Power of Diversity

After the ACGA & 30 % Club Japan joint 

Round table was held 2023rd Sep, we 

thought that “the discussions of gender 

empowerment are not enough yet. We 

need to publish a book”! 

15 people are gathering together to 

publish a book.

This workshop shared what they said.
Discuss!

意見発信する投資家の会 著『女性活躍
で切り拓く企業の未来』（中央経済社）
https://amzn.asia/d/b1gvf2a

https://amzn.asia/d/b1gvf2a
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１章担当、古布薫

機関投資家の目線で考える日本企業におけるジェンダーダイバーシティの進路

取締役会に多様性が必要である理
由、日本企業において多様性の更
なる向上が必要である理由を機関
投資家の立場から整理したいと考
えた。また多様性の向上を考える上
で日本社会および日本企業におけ
る過去からの歴史的経緯をふまえた
上で現実を改善させる方策を論じ
ることが必要である。そのために複数
の機関投資家に所属する立場から、
また海外からのインサイトも含め一
冊の本にした。スチュワードシップ活
動に関わる、また興味を持つ多くの
人に読んでいただきたい。
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2章担当、松本陽子

グローバルの取り組み状況

取締役会において女性が最低1名いるということ、さ
らに30％の達成は決してゴールではなくまだスタート
地点であるということを認識するべきである。ＯＥＣＤ
ではパリティ（50％）に目線を持っている。

クオータ制の導入、目標未達企業に対する何らかの
有効的なペナルティの導入も検討する時期ではない
か。

一日あたりの労働時間は男女ともに大差はなく、女
性が家事・育児にかける時間も大差なかったのにも
かかわらず、男性が家事・育児に割く時間が圧倒的
に少なかったことが他国との大きな違いであった。や
はり男性の家事・育児への参加率が引くことが大き
なハードルとなっていることが伺えた
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Panel discussion

この企画を最初に聞いた時、女性だけの本にな
らないほうが良いと思った。多様性の議論は女性
だけでしてもダメだし、男性だけでしても良くない。
女性は男性に比べてとても多様だ。そのためモデ
ルケースを置くのが難しい。それについても話した
かったし、企業に取材をしているのでさまざまな事
例をみてきたこと、アクティブマネージャーとして発
言したいと思って参加した。

３章１担当、河北博光

第１問、この出版プロジェクトに参
加した理由はなんですか？

シンガポールのヘッジファンド（最近はアクティビス
トと呼ばれている）での経験、またその前のガバ
ナンスの経験上、女性活躍に興味を持っていた。
しかし今の会社になってから、昨今の資本効率を
考えようという議論の中で、人の部分で効率的
に活用されていないことがたくさんある、その中に
女性活躍があり、それを取り組んでいかないと企
業価値向上はないだろうと考えた。

20年来中小型株に投資をしてきたが、過去3年ESGのインパクトファンドを立ち上げた。このファンドの投資先企業へのエンゲージメントの
テーマにカーボンだけでなくジェンダーもあげている。その経験から企業の超長期戦略を考えるなかで、このテーマは最も重要だと確信した。
このプロジェクトに参加しておかないといけないと思った理由は、従来のファイナンシャルアナリストからみるとまだ遠く、“特殊な人たちがいっ
ている”と思われがちではないかと考えたためだ。正直いうと、それまではかなり密にエンゲージメントしている企業にもこの話題をしなかった。
投資先企業にもCEO、人事担当役員、IR・・・この話題を話せる人もいなかった。今はジェンダーについて話したいというと、そうほうとも、
かなり深い議論ができる。

３章４担当、斉藤太

３章５担当、田中喜博

４章担当、三井千絵

私は運用会社のスチュワードシップ活動開示にかかわっている。関わり始めた時、グローバルに投資をしているのでグローバルとの比較をみ
て、びっくりした。日本が実に遅れている。自分は日本に長く住んでいたいが、外国籍をもつ子供が日本にいてくれるよう、将来世代にとっ
て日本が魅力的な国であってほしいと思う。
日本株の部分について、海外のアセットオーナーから「日本の状況が低いことについて企業に対し具体的な対応は何をしているのか」、
「一体何が問題なのか」と聞かれることも多い

第２問、この出版とご自身の投資
方針との関係はどうでしょう？

私はボックスチェッキングにしないので、女性取締選任でも従業
員の活躍でもどうしてその人を選んだのか、どうしてそうしているの
かを聞くようにしている。比率だけで判断しないが、女性活躍に
ついてはその会社のカルチャーが見えやすいと思う
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Panel discussion (Cont. )

私が本の中で一番書きたかったのは、投資家が企業の求める
のは企業価値向上だということだ。PERは成長性に対する期
待で、期待の中には企業のあらゆる資産を最高に使いこなせ
ないといけない。それが取締役会の責務だ、という点だ
次に3号年金のように、社会制度も変えなければならない。そ
れを含めて取締役会の責任だと思う。

企業戦略、企業価値にこれがどう関係するのかといえば、これ
が来年のリターンに貢献しないことに投資家が時間を使うのは
どうかと思っている人もいると思う。
しかしジェンダーバランスが変わったからといって来年の利益は
株価に影響するのかという議論は無意味だと思う。しかし虐げ
られている女性が十分活躍するということが、超長期の企業戦
略にしっかり取り込まれれば、その戦略の確からしさは今の株
価に返ってくると思っている。
エンゲージメントではジェンダーペイギャップと新卒の採用をしっ
かり話している。

企業の中で「女性の役員候補がまだいない」という言い方をよくきく。
それは役員適齢期にいないという従来の考え方が強いからでそもそも
多様性になっていない。また今候補者になる方は男性目線で出世し
てきた人になっている。若くても、別の経験でもいいと思う。
今「30%」とか言っているが、「50%」超えてもいい。そうでないと多様
な考え方に対応できないと思う。社外から「士業」の女性を入れてい
る帳尻を合わせるケースも散見されるがそれをカウントしないで、士業
以外だけで基準を満たせるよう無理をしてもさらに女性を選抜する、
ぐらいの方がいい。

確かに多くの人が本のなかで、
女性活躍で浮かび上がる問題
は、女性従業員だけに限らな
いと指摘していた。また本書で
河北さんは、社外から女性をつ
れてくるだけでなく内部昇進を
もっとしたほうがいいと書かれて
いたがその点について

今の世代の考え方を変える必要が
ある。だから女性活躍がひつようだ

全ての従業員が効率的に活躍する必要

参加者質問：日本企業では一般職制度
が根強く残っていて、男女の収入差の要
因になっています。個人的にはこれが企
業の活力差にも通じていると思っていま
すが、みなさんどう思いますか

投資家に信頼されれば長期の企業価値に反映する

そもそも企業価値、企業価値というが、女性が社内で虐げられて
いればそれはりすくだ。

来年のPLに聞くかとかそういう話じゃないと思う。また女性を
何%にしたらどれだけ株価があがるかとかじゃない。比率を
満たすためだけに、全然ワークしない人をつれてきたり、形だ
け作る会社がある。でもこういう会社は女性活用に限らず
他でもそうだ。配当横並びで決めているなど、企業価値に
ついて考えていない。女性活用は会社が変るサインだと思う。



Q&A
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参加者質問：女性士業の方に取締役会に入っていただくことは
良いと思う。国家資格を得た上で企業社会で活躍されている。

ぜひ、具体的なイニシアチブも聞いてほしい。そうすれば実質的か形式的かわ
かると思う。また企業にはそれを積極的に開示してほしいと思う。開示がない＝
取り組みがない、との評価につながっている。

参加者質問：例えば女性比率の向上につ
いて形式的と実質的の違いはどう見分け
ていますか？

取締役だけでなく、執行役員にどれくらい女性が
いるかを対話で聞いて、形式的なのか力をいれて
いる会社なのかみわけるようにしている。
数年前ある金融HD会社にいわれた。「女性取締
役をいれるのは実はそんなに難しくないんですよ。
士業の女性をつれてこればいいので。難しいのは
社内なんです。分母もあるし候補者はいないし」と
せきららに言われたことがある。

河北さん、斉藤さんのお話はわかるが、
全くダメな会社もあって、その時は数値
目標でもどんどん進めてくれと言っている。
そういう時は力をいれているのは、新卒
のパイプラインと、彼女たちが管理職に
なっていくときのパイプライン。みんな「うち
の女性は管理職になりたくない」とすぐい
うところがある。

私は理由やバックグラウドをみている。
なぜかれらを選んだかを聞けば、実
質的か形式的かわかる

私もそう思う。ただそれで数を満たし
たというのはダメ

女性社外取締役で、弁護士や会計士の場合は
何ができるのか明確だ。だから選ばれていると思う
が、数合わせで使われるのは、本来の趣旨に反
する。その企業にとって本当に必要な役割を果た
せばいいと思うので、士業であるからいいんだという
話ではない。

その企業にとって本当に必要な役
割を果たすべき

参加者：公認会計士



Message

女性活躍は女性問題ではなく、社会全体の問題。ジェネレーションの
問題でもある。新しい世代によって社会も変わることを期待したい。

今後人的資本の開示も、投資家みんなでチェックしていければ良いと
思う。
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みなさん、ぜひこの本を買ってくだ
さい！！！！！

この問題は日本企業にとって大
きな問題です。
企業価値との関連を真剣に考え
るべきだと思います女性が最大限活躍する

ことは経済全体のために
なり、先が楽しみな日本
になると思います

みんなの問題です。このプロジェクトに
参加できてよかったです。次の世代に
良い影響を残していきたいです

女性活躍を形式的にしかとらえていない日本の経営陣は刷新されるべきだと思っています。過
半数どころじゃないです。
人材の流動化も重要です。女性活躍は切り口ですが、企業の経営者がどれだけ真剣に長期
的に経営戦略を考えているのか、そのインジケーターだと思います。
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